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今
の
と
こ
ろ
普
段
の
生
活

に
は
影
響
を
感
じ
ま
せ
ん
。

何
が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
将
来
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
税
収
が
減
る
中
、
医
療
や
介
護
、
施

設
維
持
に
か
か
る
費
用
が
膨
ら
む
こ

と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
う

ち
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
に
取
り
組

ま
な
い
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
維
持

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。

市
の
赤
字
が
続
く
と
ど
う

な
る
の
で
す
か
？

　
　
市
の
借
金
が
返
済
で
き
な
く
な

る
と
、
会
社
の
倒
産
に
例
え
ら
れ
る

「
財
政
再
生
団
体
」
に
指
定
さ
れ
ま
す
。

指
定
さ
れ
る
と
、
財
政
を
立
て
直
す

た
め
に
、
増
税
や
使
用
料
の
値
上
げ

な
ど
に
加
え
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
削

減
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

お
金
が
な
い
の
な
ら
、
職

員
の
人
数
を
減
ら
し
て
人

件
費
を
削
減
す
れ
ば
い
い
の
で

は
？

　
　
職
員
数
の
見
直
し
を
進
め
た
結

果
、
清
武
町
と
の
合
併
で
職
員
数
が

ピ
ー
ク
と
な
っ
た
平
成
22
年
の
２
６

６
３
人
か
ら
１
７
９
人
を
削
減
し
て

い
ま
す
。
一
定
の
基
準
で
算
出
し
た

平
成
27
年
４
月
現
在
の
人
口
１
万
人

当
た
り
の
職
員
数
は
53
・
36
人
と
、

中
核
市
の
中
で
４
番
目
に
少
な
い
団

体
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
も
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
が
得
ら
れ

る
よ
う
、
引
き
続
き
職
員
数
の
適
正

化
に
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
を
カ
ラ
ー
に

し
た
こ
と
も
お
金
が
掛

か
っ
て
い
る
原
因
で
は
？

２
年
ほ
ど
前
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

す
る
ま
で
は
、
広
報
紙
は
平
均
26

ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー
は
６
ペ
ー
ジ
し
か

な
く
、
イ
ラ
ス
ト
作
成
と
印
刷
を
除

い
て
は
全
て
職
員
が
作
成
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
32
ペ
ー
ジ
の
オ
ー
ル

カ
ラ
ー
で
印
刷
し
、
制
作
の
ほ
と
ん

ど
の
工
程
を
印
刷
会
社
と
協
働
で

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
費
用
は
１
部

当
た
り
１
・
９
円
上
が
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
職
員
の
作
業
量
が
減
少
し

た
こ
と
で
、
担
当
す
る
職
員
２
名
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
予
算
は
大
幅

に
削
減
し
ま
し
た
。

将来への負担が 増加しています

増え続ける高齢者を
支えきれなくなります

20～
64歳

2.4人

2012年 2050年
(推計）

（うち高齢者は約21％）

400,583人

医
療
や
介
護
、
年
金
な
ど
、
高
齢
者

を
支
え
る
た
め
の
福
祉
に
か
か
る
経

費
が
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

建
築
か
ら
30
年
を
経
過
し
た
施
設

が
全
体
の
45
％
と
な
っ
て
い
て
、
修

繕
・
更
新
に
莫
大
な
費
用
が
か
か
り

ま
す
。

公共施設の維持に
かなりのお金が必要です

人口減少や市の財政につ
いて、よくある質問と回
答をまとめました。　

き
盛
り
の
人
口
が
減
っ
て
い

る
こ
と
、
高
齢
者
が
増
加
し

て
医
療
や
介
護
に
か
か
る
経
費
が

よ
り
多
く
必
要
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
子
育
て
環
境
の
充
実
が
一
層

求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
本
市
で
は
福

祉
に
か
か
る
経
費
が
全
体
の
約
４

割
に
の
ぼ
り
、
今
後
も
増
大
す
る

こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
経
費
は
、
自
由
に
削

減
で
き
な
い
上
、
収
入
の
大
小
に

関
わ
ら
ず
支
出
し
な
く
て
は
い
け

な
い
義
務
的
経
費
に
あ
た
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
公
共
施
設
や
行
政

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
真
に
必
要

な
も
の
か
ら
優
先
し
て
予
算
を
組

み
立
て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本当のところは
どうなの？

佐藤いづみさん（30歳）
晴馬さん（2歳）

働
れ
ま
で
、
本
市
は
人
口
の
増

加
や
都
市
の
成
長
に
合
わ
せ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
を
建

設
し
て
き
ま
し
た
。
大
半
が
成
長

期
に
建
設
し
た
も
の
で
建
築
か
ら

30
年
以
上
が
経
過
し
、
今
後
50
年

に
わ
た
る
修
繕
や
更
新
に
は
、
今

の
３
倍
近
く
の
費
用
が
か
か
る
見

込
み
で
す
。

　

公
共
施
設
の
65
％
は
学
校
や
市

営
住
宅
が
占
め
て
お
り
、
直
ち
に

そ
の
量
を
見
直
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
が
、
今
の
ま
ま
で
は
市
の
財

政
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
最

適
な
量
だ
け
を
持
つ
こ
と
を
前
提

に
、
維
持
す
る
の
に
か
か
る
費
用

を
削
減
す
る
な
ど
の
努
力
が
不
可

欠
で
す
。
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1.7%
税金の投入

3.1%
分からない

小戸之橋の架け替え
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（うち高齢者は約36％）

［資料］国立社会保障・人口問題研究所の推計

355,433人
2040年2010年

ここ30年
で、宮崎市

の

人口は、約
5万人減少

。

少子高齢化
の影響で

福祉にかか
る経費は

増える一方
です。

今後必要な
修繕費用は

50年間で
6,700億円

。

1年あたり
の平均は

134億円で

平成27年
度の費用の

約3倍です
。

65歳
以上

1.2人

約5万
人減

平成27年
度

当初予算
の

約3倍

理由

12

【特集1】マイナス5万人の衝撃!!

限られた予算の中で他の公共事業が中
断することがないように、計画的に事
業に取り組んでいるため、架け替え工
事にも時間を要しています。

理由

宮崎市では6年間で179人
の職員を減らしています。

2,663人
2,484人

平成28年平成22年

子育てや教育がしやすい
ように計画を立ててもらわ
ないと、安心して子どもを
育てられないですね。

今までの仕組みではうまくいか
ないことが増えてきていると思い
ます。市政には若者の意見を
もっと反映してもらいたいです。

甲斐 優作さん
（32歳）

行ってよかったと思える施設
なら、有料化も仕方がな
いかな。お金を上手に使っ
て幅広い世代が楽しめる
施設を作ってほしいです。

まちは若い力で活気づくので、
若者向けの施設をもっと作って
ほしい。公共施設が有料に
なってしまうと大変だと思います。

前田 早穂さん(18歳)

田村 翔さん(18歳)
内山田 彩乃さん(24歳)

凜乃さん(2歳)

まえだ

うちやまだ あやの

か　い ゆうさく さ とう

り   の

 さ　ほ

たむら  しょう
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［資料］国立社会保障・人口問題研究所の推計

［市民意識調査(平成25年12月実施)］

Q 将来も必要な公共施設を維持するには
どうすればよいと思いますか？

施設の見直し
(経費や施設数の削減、
民間活用など)
74.4％ 7割が施設の

見直しを希望

19.4%

使用料の
値上げ

1.4%
無回答

48億円
（当初予算）

　     なぜ人口が減ることで、身近で重要な行　政サービスの提供が困難になるのでしょうか。
  ここでは、既に大きな問題となって　いる２つの要因について説明します。

平均

（50年で6,700億円）
134億円 平成27年度

今後50年間
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